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 7月 15日には FITの査読会議があり，7

月 22日にはプログラム編成会議があっ

た．プログラム委員長の上林先生の上手

な調整もあって，どちらの会議もつつが

なく終わった．研究会の皆様には，査読

に対して並々ならぬご尽力をいただき，

あらん限りの感謝の意を表したいと思

う．特に，査読論文投稿の多かった研究

会に対しては，とても感謝を言葉では表

せない．今後は，来年度に向けて研究会

からの意見を吸い上げていきたいと思っ

ている．それをもとにして，（やるかやら

ないも含めて）来年度の FITの委員会に

おける議論を進めるよう，お願いしてい

きたい．

 ところで，ここのところ随分と忙しい

日々を過ごしている．上の FITの委員会

もあったのであるが，やはり何といって

も 21世紀 COEプログラムの申請の仕事

が大きい．この手の申請について 1つ思

ったことがある．それは，いくら長い時

間をかけて周到な準備をしたとしても，

最後の土壇場でドタバタすることは，決

して避けられないということである．だ

からといって，周到な準備をすべきでは

ないということではないが，どのくらい

周到な準備をすべきかは難しいところで

ある．

 そのような忙しい中，7月 12日には学

会の企画・政策委員会というものがあっ

た．ご苦労なことである．といっても自

分も出ていたのであるが．学会連合の話，

英文誌の話，ジャーナルとトランザクションの話など

があった．ジャーナルとトランザクションの話につい

ては，次の調査研究運営委員会（実は，これもすぐに

ある）で議論していく．

 学会連合の話や英文誌の話は，結局のところ，なぜ

国内の学会が存在しているのか，という議論に行き着

いてしまう．以前にも書いたが，情報処理学会を含む

国内学会に関して，日本語の論文発表の場としての役

割は否定できない．上の委員会でも「言葉に対する態

度が自然科学系と文科系の人とで異なり，自然科学系

はすべて英語というが，文科系の人は日本語で議論す

る癖をつけないと思考が訓練されず結局二流の仕事し

かできないという主張が強い．情報系はどちらかとい

うとこうした文科系の考え方に似たところがあり，そ

れが英語に切り替わりにくい点にもなっていると思わ

れる」という意見があった（議事録からの抜粋）． 

 ここで，この分野の最後の不頼派学者であった（と

私が思っている）故廣瀬健先生のことを思い出してし

まう．先生は常々，母国語で考えなければろくな仕事

はできないと言われていた．「仕事」と

は数学や論理学のことであって，緻密な

論理を積み上げつつも閃きが必要な研究

は母国語でしかできない，という主張で

ある．先生が言われていたのは，講義や

ゼミを含めて母国語で考え議論できる環

境のことで，最終成果である論文を日本

語で書くべきと言われていたわけではな

い．論文を書く言語と研究をする言語は

別ものであるが，議論がそのまま論文に

なるような文科系的な分野の場合は，日

本語の論文発表の場がどうしても必要だ

ということになる．

 よく考えてみると，母国語で最先端の

分野の研究ができ研究発表までもできて

しまう，ということ自体，非常に幸せな

ことであり，また不幸なことでもある．

しかし，そのような状況はいつまで続く

のだろうか．少なくとも理科系の分野に

おいては，日常の研究活動も英語で行う

ようになってしまうのではないか．とす

ると，廣瀬先生の考えに従うならば，日

本語を捨てて英語を母国語にしなければ

ならなくなる．

 逆にいうと，日本語はいつまで生き残

るのだろうか．これは，日本という国が

いつまで存在するのか，という問いでも

ある．なぜなら，日本語は日本という国

の有り様をある意味で反映しているから

である．ある意味とは，東西のすべての

文化が流れつく極東のシンクという意味

であり，これこそが日本という国の誰も

否定できない特徴となっている．日本語も，この国に

流れついたさまざまな言語を反映し，恐ろしくハイブ

リッドな言語になっている．「恐ろしくハイブリッドな

言語」というフレーズそのものがその具体例である．

 いうまでもなく，そのような言語が国際語になるは

ずはない．日本語を学ぶということは，日本に流れつ

いたすべての文化を理解することを意味しているから

である．そんな面倒な言葉は，国際的なコミュニケー

ションにとって障害以外の何ものでもない．日本にい

る外国人の研究者がどんなに日本語を学ぶのに苦労し

ているかを目の当たりすると，そう思わずにはいられ

ないのである．

 では，そのような言語の使い手である我々は，いっ

たい何者なのだろうか．そのような言語でものを考え

ることのできる我々には，他の言語を持った人々には

考えられないことを考えられるのだろうか．もしそう

ならば日本語にも存在理由はあるし，ひいては日本語

を話す人々が生きる国にも存在理由があるというもの

である．（はぎゃ）         （平成 14年 7月 24日受付）
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